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福音書からのメッセージ 

わたしたちに逆らわない者は、わたしたち

の味方なのである。 

  （マルコによる福音書9章40節） 

 

今日の箇所は、弟子の一人であるヨハネ

がイエス様に話しかける場面からスター

トします。ゼベダイの子であるヨハネを、

静かな人物だと思われている方も多いで

しょう。しかしイエス様は、ヨハネのこと

を怒りっぽい奴だなあと感じていたよう

です。なぜならイエス様は彼とその兄弟ヤ

コブに、「雷の子」というあだ名をつけて

いたからです。 

雷は突然、光ります。鼓膜が破れるほど

の大きな音を立てます。突然頭に血が上り、

カッとなって大声でまくしたてるヨハネ

の姿をイエス様は何度も見たのでしょう。

ヨハネはイエス様に言います。「あなたの

名前を使って悪霊を追い出している者を

見ました」。そして続けます。「わたしたち

に従わないので、やめさせようとしまし

た」。つまりイエス様の名前を使いたけれ

ば、イエス様の直弟子であるわたしたちに

従うようにとヨハネは迫ったのでしょう。 

イエス様が十字架につけられて 2000年、

教会は分裂を繰り返してきました。同じよ

うにイエス様の名によって人々に語って

いるのに、これはダメだ、あれは受け入れ

られないとお互いを排除していく。そして

自分たちの正当性を主張していくのです。

ヨハネが「わたしたちに従え」と言ったの

と同じことを何度も繰り返してきたので

す。時代を超え、人を変えて、何度も何度

もこの言葉が語られて、自分たちの思いだ

けが主張され、人が別れていく。 

教会は何度もそのことを繰り返してき

ました。これは昔話なのでしょうか。今の

わたしたちの教会ではどうでしょうか。わ

たしたちには自分たちが大事にしてきた

ことがありま

す。このスタ

イルのままで

いると、心地

いいです。と

っても楽です。

でも時々、自

分たちの思い

とは違う人た

ちがやってく

ることがあり

ます。そのと

きに、わたしたちの思いに無理に従わせよ

うとはしていないでしょうか。わたしたち

が理解できないことはすべて、やめさせよ

うとはしていないでしょうか。 

イエス様はヨハネに言われます。「やめ

させてはならない」、そして「わたしの名

前を使ったすぐそのあとで、わたしのこと

を悪くなど言えるか？」と言われるのです。

さらに続けられます。「わたしに逆らわな

い人はわたしたちの味方である」と。 

味方として受け入れる。それがイエス様

の姿勢なのではないでしょうか。自分たち

の正当性や弟子としての地位などどうで

もいいのです。イエス様はこの後、ガリラ

ヤを去り、十字架への道を進まれます。そ

の最後に語られたこと、それはあなたたち

も受け入れなさいということです。 

わたしたち自身が、正当な弟子ではない

かもしれない。しかしイエス様は味方とし

て受け入れてくださるのです。 
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